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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 15,978 △10.7 △348 ― 424 △48.0 299 △34.8
23年3月期第2四半期 17,896 △6.1 30 ― 816 ― 458 ―

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 △327百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 △1,206百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 9.17 ―
23年3月期第2四半期 14.06 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 30,597 16,752 51.9
23年3月期 34,363 17,318 47.9
（参考） 自己資本  24年3月期第2四半期  15,881百万円 23年3月期  16,443百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 平成24年3月期第2四半期の配当原資には、資本剰余金が含まれています。詳細は、後述の「資本剰余金を配当原資とする配当金の内訳」をご覧ください。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 7.00 ― 7.00 14.00
24年3月期 ― 7.00
24年3月期（予想） ― 7.00 14.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 36,000 △4.5 200 27.1 1,000 △42.2 200 ― 6.13



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料3ページ「サマリー情報（その他）に関する事項」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日において入手可能な情報および合理的であると判断する一定の前提に基づい
ており、実際の業績等は様々な要因によって異なる可能性があります。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 32,789,400 株 23年3月期 32,789,400 株
② 期末自己株式数 24年3月期2Q 159,158 株 23年3月期 159,086 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 32,630,242 株 23年3月期2Q 32,630,657 株



資本剰余金を配当原資とする配当金の内訳 

 平成24年３月期第２四半期の配当のうち、資本剰余金を配当原資とする配当金の内訳は以下のとおりです。 

 （注）純資産減少割合  0.013 

  

  

基準日 第２四半期末  

１株当たり配当金  7円 00銭 

配当金総額 228百万円  
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期におけるわが国経済は、減速傾向が見られる世界経済の影響を受けつつも、新興国を中心に輸出等

は底堅く推移しており、東日本大震災、福島第一原子力発電所の事故からの回復も徐々に進む中、全体としては持

直し傾向にありますが、回復テンポは依然として緩やかなものにとどまっております。 

 情報サービス業界におきましては、震災および円高等の影響による、売上の減少傾向が続く中、ＩＴアウトソー

シングのマーケット縮小や企業のソフトウェア開発案件に対する慎重姿勢の継続等により、業界全体としては依然

厳しい環境が続いており、本格的な回復は下期後半になるものと見込まれております。業務別では、ソフトウェア

開発、プログラム作成がともに減少傾向で推移し、計算事務等情報処理、システム等管理運営受託も厳しい状況が

続いております。 

 証券業界におきましても、引き続き国内株式市場の取引が低調に推移するとともに、発行会社のグループ経営化

や非公開化により上場会社が減少するなど、証券流通・発行市場の厳しい業況が続いております。 

 このような状況の下、当社グループでは、第２次中期経営計画に掲げる目標に向けたステップとして、平成23年

４月、グループの連結子会社４社の機能再編と組織再編を実施し、金融商品取引関連事業につきましては、これを

日本証券代行株式会社に集約し、コンサルティングからＢＰＯ業務までを含めた総合的情報サービス事業を日本電

子計算株式会社に統合いたしました。特に、総合的なビジネス・イノベーション・サービス（ＢＩＳ事業）の推進

とクラウドサービスの拡大に取り組んだほか、お客様によりよいサービスを提供するため、品質の向上と生産性向

上に努めてまいりました。しかしながら、震災等による影響、世界経済の減速と急激な円高という経営環境の激変

も加わり、十分な成果を挙げるまでには至りませんでした。 

 これらの結果、当第２四半期の売上高は15,978百万円（前年同期比10.7％減）となり、利益面では営業損失348

百万円（前年同期は営業利益30百万円）、経常利益424百万円（前年同期比48.0％減）、四半期純利益299百万円

（同34.8％減）となりました。  

 今後は全グループを挙げて、一層の経営効率の推進とコスト構造の改革に取り組み、これらの困難な経済環境に

耐え得る強靭な経営体質を構築するとともに、サービス事業を推進することによる事業拡大に努めてまいります。

   

 各セグメント別の売上高は次のとおりであります。なお、当社グループは、第１四半期より報告セグメントの変

更を行っており、前年同期比較にあたっては、前年同期の数値を変更後の報告セグメントに組み替えて行っており

ます。  

  

 情報サービス事業では、企業の一部にＩＴ投資意欲持直しの動きは窺えるものの、本格的な回復には至っておら

ず、売上は前年に比べ減少いたしました。中でも情報・サービスは、主力顧客の証券業界の取引量の減少を主因

に、7,394百万円（前年同期比6.6％減）となりました。また、ソフトウェア開発は公共分野での市町村への共同利

用やクラウド型ビジネスの展開に努めましたが、その他顧客企業のＩＴ投資の抑制姿勢の継続等により、6,126百

万円（同8.4％減）、システム販売は、付加価値の高い製品への選別受注を継続した結果、760百万円（同41.2％

減）となりました。 

 金融商品取引関連事業では、主力の証券代行業務や口座管理機関業務は堅調に推移したものの、証券市場におけ

る取引量の減少による売上減により、1,697百万円（同15.0％減）となりました。   

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期末における総資産は30,597百万円となり、前連結会計年度末と比較して3,765百万円減少いたしま

した。資産の部では、流動資産は13,057百万円となり、前連結会計年度末と比較して2,541百万円減少いたしまし

た。これは主に受取手形及び売掛金1,461百万円の減少等であります。 

 また、固定資産は17,539百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,223百万円減少いたしました。これは主

に投資有価証券837百万円の減少であります。 

 負債の部では、流動負債は7,402百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,729百万円減少いたしました。こ

れは主に支払手形及び買掛金510百万円の減少等であります。 

 また、固定負債は6,442百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,469百万円減少いたしました。これは主に

１．当四半期決算に関する定性的情報

セグメント サービス区分 売 上 高 

 情報サービス事業 

 情報・サービス 7,394百万円 

 ソフトウェア開発 6,126百万円 

 システム販売 760百万円 

 金融商品取引関連事業  金融商品取引関連 1,697百万円 

  合  計 15,978百万円 
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負ののれん682百万円の減少等であります。  

 純資産の部では、その他有価証券評価差額金の減少により純資産合計は16,752百万円となり、前連結会計年度末

と比較して565百万円減少いたしました。 

 この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の47.9%から51.9%となり4.0ポイント改善いたしました。 

  

（連結キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、2,699百万円と 

なりました。 

 営業活動の結果獲得した資金は232百万円（前年同期は1,158百万円の獲得）となりました。これは主に売上債権

の減少1,461百万円によるものであります。 

 投資活動の結果使用した資金は586百万円（前年同期は401百万円の使用）となりました。これは主にソフトウエ

アの取得による支出577百万円によるものであります。 

 財務活動の結果使用した資金は1,354百万円（前年同期は1,058百万円の使用）となりました。これは主に短期借

入金の返済による支出1,000百万円によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間における業績の進捗状況や、市場動向等を踏まえ業績予想の見直しを行った結果、平

成24年３月期の通期業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日開示の「業績予想の修正に関するお

知らせ」をご参照ください。 

 （注）業績予想につきましては、発表日現在入手可能な情報に基づき、当社が判断したものであります。 

    また、実際の業績は、さまざまな要因により本業績とは異なる結果となり得ることがあります。   

  

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算   

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。  

  

  

中期経営計画の数値目標の修正 

 当社グループでは、平成22年５月21日付で平成23年３月期から平成25年３月期までの第２次中期経営計画を策定

し、  

① 経営改革を支援するビジネス・イノベーション・サービス（ＢＩＳ）のお客様への提供  

② 「品質」「コスト」「スピード」をモットーに、お客様満足度の最大化  

③ 経営の効率化を図り、幅広いビジネスパートナーと柔軟に協業することで、継続的な成長の実現 

を基本方針とし、確実な黒字転換を達成するとともに、さらなる事業拡大と生産性向上・品質改善ならびに経営効

率の向上・体質の強化に注力し、業績の回復と更なる企業価値の向上に取り組んでまいりました。 

 しかしながら、第２次中期経営計画の初年度にあたる平成23年３月期は、世界的金融危機に起因する大幅な景気

の落ち込みによるＩＴ投資全般の先送り、当期においても、製造業の一部においてＩＴ投資意欲の改善は見られる

ものの、本年３月に発生した東日本大震災の影響や株式市況低迷の長期化により、全体としての売上高は対前年同

期比で減少が継続しております。 

 このような状況のなか、今後も引き続き厳しい経営環境の継続が予測されることから、これに対応した数値目標

に見直しを行い最終年度の収益目標について、修正することといたしました。本日公表の「中期経営計画の修正に

関するお知らせ」に記載しておりますとおり、平成25年３月期の連結業績として、売上高は37,000百万円、営業利

益は1,000百万円を見込んでおります。今後は事業体制の改革に取り組み、重点施策として掲げる「事業拡大」、

「生産性向上と品質改善」、「経営効率の向上と体質の強化」に、より一層取り組んでまいります。  

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．経営方針
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,357 2,648

受取手形及び売掛金 8,343 6,882

有価証券 50 50

たな卸資産 596 1,086

繰延税金資産 554 578

その他 1,708 1,819

貸倒引当金 △11 △8

流動資産合計 15,599 13,057

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,810 1,753

機械装置及び運搬具（純額） 2 1

工具、器具及び備品（純額） 370 400

土地 373 373

リース資産（純額） 897 855

建設仮勘定 35 52

有形固定資産合計 3,490 3,438

無形固定資産   

ソフトウエア 3,452 3,441

ソフトウエア仮勘定 400 85

その他 84 82

無形固定資産合計 3,937 3,609

投資その他の資産   

投資有価証券 8,184 7,346

差入保証金 2,038 2,022

繰延税金資産 873 897

その他 331 316

貸倒引当金 △92 △90

投資その他の資産合計 11,335 10,491

固定資産合計 18,763 17,539

資産合計 34,363 30,597
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,310 1,800

短期借入金 2,199 1,809

未払法人税等 319 78

引当金 1,031 744

その他 3,270 2,970

流動負債合計 9,132 7,402

固定負債   

長期借入金 1,100 550

繰延税金負債 542 519

退職給付引当金 4,187 4,215

役員退職慰労引当金 283 214

負ののれん 701 19

その他 1,097 923

固定負債合計 7,912 6,442

負債合計 17,045 13,845

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,000 3,000

資本剰余金 12,213 10,992

利益剰余金 1,657 2,949

自己株式 △112 △112

株主資本合計 16,758 16,829

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △314 △948

その他の包括利益累計額合計 △314 △948

少数株主持分 874 871

純資産合計 17,318 16,752

負債純資産合計 34,363 30,597
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 17,896 15,978

売上原価 14,461 13,239

売上総利益 3,434 2,739

販売費及び一般管理費 3,404 3,087

営業利益又は営業損失（△） 30 △348

営業外収益   

受取利息 4 2

受取配当金 96 90

負ののれん償却額 689 682

持分法による投資利益 14 13

その他 26 12

営業外収益合計 831 801

営業外費用   

支払利息 37 26

その他 7 1

営業外費用合計 45 27

経常利益 816 424

特別利益   

投資有価証券売却益 － 1

負ののれん取崩益 13 －

金融商品取引責任準備金戻入 6 －

その他 0 －

特別利益合計 20 1

特別損失   

投資有価証券評価損 148 70

事務所移転費用 84 4

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 77 －

その他 0 34

特別損失合計 311 108

税金等調整前四半期純利益 525 317

法人税等 62 9

少数株主損益調整前四半期純利益 462 307

少数株主利益 3 8

四半期純利益 458 299
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 462 307

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,673 △632

持分法適用会社に対する持分相当額 4 △3

その他の包括利益合計 △1,669 △635

四半期包括利益 △1,206 △327

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,209 △334

少数株主に係る四半期包括利益 2 6
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 525 317

減価償却費 1,112 1,191

負ののれん償却額 △689 △682

投資有価証券評価損益（△は益） 148 70

負ののれん取崩益 △13 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,906 1,461

たな卸資産の増減額（△は増加） △500 △490

仕入債務の増減額（△は減少） △612 △510

販売用ソフトウェア(仮勘定含む)への投資額 △269 △134

賞与引当金の増減額（△は減少） 12 △163

その他 △494 △675

小計 1,125 382

利息及び配当金の受取額 105 97

利息の支払額 △40 △28

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △31 △218

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,158 232

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △28 △144

ソフトウエアの取得による支出 △447 △577

その他 75 135

投資活動によるキャッシュ・フロー △401 △586

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 － 700

短期借入金の返済による支出 － △1,000

長期借入金の返済による支出 △680 △640

配当金の支払額 △228 △228

その他 △149 △186

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,058 △1,354

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △301 △1,708

現金及び現金同等物の期首残高 4,845 4,408

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,543 2,699
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該当事項はありません。   

  

該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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